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3
月
の
定
例
議
会
で
、
他

の
近
隣
町
村
、
類
似
町
村

の
婦
人
会
の
補
助
金
等
の
実
態

を
述
べ
な
が
ら
、
西
原
町
婦
人

連
合
会
の
大
幅
な
会
員
数
減
に

対
し
て
の
補
助
金
の
額
に
つ
い

て
縮
減
の
提
案
を
し
た
。
補
助

金
に
対
す
る
見
解
を
聞
く
。

企
画
政
策
課
長
　
本
年
度
か
ら

補
助
事
業
も
含
め
た
形
で
、
す

べ
て
の
事
務
事
業
を
対
象
に
、

評
価
制
度
を
実
施
し
た
い
。
必

要
性
、
効
率
性
、
公
平
性
の
観

点
か
ら
検
証
を
し
て
い
く
。
会

員
数
も
視
点
に
置
き
な
が
ら
、

今
後
の
補
助
金
の
見
直
し
に
つ

い
て
考
え
て
い
く
。

町
の
厳
し
い
財
政
状
況
、

経
済
不
況
か
ら
く
る
生

活
困
窮
者
が
増
え
る
中
に
あ
っ

て
、
補
助
金
の
増
減
の
見
直
し

は
あ
っ
て
し
か
る
べ
き
。

副
町
長
　
会
員
数
、
事
業
内
容

の
補
助
金
の
使
途
等
、
他
市
町

村
の
状
況
等
も
踏
ま
え
て
調
整

を
す
る
よ
う
指
示
を
出
し
て
い

る
。
又
各
課
が
し
っ
か
り
と
自

分
た
ち
の
抱
え
て
い
る
団
体
等

に
つ
い
て
、
内
容
を
つ
か
む
事

が
大
事
と
思
っ
て
い
る
。

近
隣
町
村
、
類
似
町
村
と

の
比
較
検
討
は
大
事
、
比

較
し
て
高
い
の
か
、
低
い
の
か
、

多
い
の
か
、
少
な
い
の
か
が
わ

か
る
。
西
原
町
は
類
似
町
村
の

水
準
を
上
回
っ
て
い
る
。
主
管

課
が
し
っ
か
り
と
審
査
を
さ
れ

て
い
な
い
の
で
は
。
前
年
度
の

補
助
額
を
ポ
ン
と
お
ろ
し
て
い

る
よ
う
に
思
う
。

教
育
長
　
全
部
見
て
チ
ェ
ッ
ク

す
る
の
は
不
可
能
。
予
算
は
財

政
当
局
が
問
題
で
す
、
お
金
を

決
め
る
か
ど
う
か
は
。
ヒ
ア
リ

ン
グ
に
行
く
課
長
た
ち
に
た
く

さ
ん
取
っ
て
お
い
で
よ
。
と
こ

れ
は
本
音
で
す
。

金
は
あ
る
よ
、
が
ん
ば
れ

“
金
は
あ
る
ん
だ
よ
、
頑

張
れ
”
で
す
か
。
会
員
数

が
減
っ
た
か
ら
切
る
と
い
う
の

は
難
し
い
と
の
事
だ
が
、
厳
し

い
予
算
状
況
を
話
す
の
も
教
育

長
と
し
て
ひ
と
つ
の
役
目
で
は

な
い
か
。
教
育
長
は
町
の
三
役

に
い
る
。
厳
し
い
財
政
状
況
の

中
で
、
予
算
が
あ
る
う
ん
ぬ
ん

と
い
う
の
は
、
ど
う
か
と
思
う
。

又
「
20
〜
30
名
の
会
員
数
が
変

わ
っ
た
か
ら
と
言
っ
て
減
ら
す

こ
と
に
は
な
ら
ん
、
極
端
に
数

の
差
が
あ
れ
ば
別
だ
が
」
と
答

え
て
い
る
。
極
端
な
数
と
は
何

名
か
。

教
育
長
　
難
し
い
。
答
え
ら
れ

な
い
。会

員
数
が
４
０
０
余
名

か
ら
２
０
０
余
名
に

減
っ
て
い
る
。
補
助
金
も
私
た

ち
み
ん
な
が
納
め
た
大
切
な
税

金
、
多
く
の
町
民
が
恩
恵
を
受

け
て
こ
そ
有
効
活
用
な
の
で
は
。

数
は
問
題
で
は
な
い
と
い
う
こ

と
自
体
問
題
。

最
近
こ
の
議
会
で
町
道

与
那
城
・
呉
屋
線
の
町
立

図
書
館
の
先
に
庁
舎
建
設
の
予

定
が
あ
る
と
公
表
さ
れ
ま
し
た
。

し
か
し
庁
舎
建
設
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
こ
の
道
路
は
大
変
な

危
険
な
道
路
に
な
り
現
在
で
も

図
書
館
入
口
か
ら
兼
久
交
差
点

ま
で
の
間
の
歩
道
に
は
18
本
の

電
柱
が
あ
り
、
歩
道
幅
が
最
短

で
58
セ
ン
チ
有
り
、
西
原
小
学

校
へ
登
校
す
る
児
童
生
徒
約
２

３
０
名
が
そ
の
間
を
ぬ
っ
て
登

校
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
し
車

道
に
お
い
て
は
、
登
校
時
間
帯

の
１
時
間
に
７
２
４
台
の
車
両

の
通
過
が
あ
り
ま
す
。
庁
舎
建

設
に
伴
い
こ
の
町
道
の
車
道
・

歩
道
の
整
備
は
必
要
と
思
い
ま

す
が
、
町
当
局
は
ど
う
考
え
る

か
お
聞
き
し
ま
す
。

土
木
課
長
　
当
該
道
路
は
西
原

小
学
校
へ
の
通
学
路
で
あ
り
な

が
ら
、
歩
道
が
狭
く
、
歩
行
者

が
安
心
し
て
歩
け
な
い
危
険
な

道
路
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
早
急

な
改
善
が
必
要
と
考
え
て
お
り

ま
す
。
本
町
は
町
道
、与
那
城
・

呉
屋
線
図
書
館
付
近
か
ら
西
原

小
学
校
入
り
口
付
近
ま
で
の
歩

道
上
の
電
柱
に
つ
き
ま
し
て
は
、

平
成
19
年
度
に
電
柱
を
所
有
す

る
Ｎ
Ｔ
Ｔ
と
調
整
を
行
い
ま
し

た
が
移
設
先
の
同
意
の
問
題
や

移
設
し
た
場
合
の
電
力
と
建
物

と
の
保
安
、
距
離
の
問
題
、
そ

し
て
移
設
補
償
費
等
の
町
負
担

の
問
題
等
が
あ
り
、
こ
れ
ま
で

移
設
が
で
き
な
い
状
況
に
あ
り

ま
し
た
。
ま
た
当
該
道
路
の
歩

道
拡
張
の
採
択
、
補
助
事
業
の

メ
ニ
ュ
ー
が
な
か
っ
た
こ
と
も

改
善
が
で
き
な
か
っ
た
要
因
で

あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
現
在
、
マ

リ
ン
タ
ウ
ン
地
内
の
人
工
道
路

か
ら
西
原
小
学
校
入
り
口
区
間

に
つ
い
て
は
、
兼
久
マ
リ
ン
タ

ウ
ン
線
の
整
備
計
画
が
あ
り
ま

す
。
兼
久
マ
リ
ン
タ
ウ
ン
線
の

整
備
に
よ
っ
て
、
危
険
な
歩
道

部
分
の
一
部
改
善
を
図
る
こ
と

は
で
き
ま
す
。
今
回
指
摘
さ
れ

て
い
る
危
険
な
歩
道
の
改
善
方

法
と
し
て
、
西
原
小
学
校
入
り

口
か
ら
県
道
浦
添
、
西
原
線
ま

で
の
道
路
整
備
の
検
討
も
含
め

て
改
善
策
を
考
え
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

都
市
計
画
課
長
　
兼
久
マ
リ
ン

タ
ウ
ン
線
と
い
い
ま
す
と
国
道

３
２
９
バ
イ
パ
ス
か
ら
国
道
３

２
９
ま
で
の
間
で
す
が
東
崎
兼

久
線
と
い
う
こ
と
で
都
市
計
画

決
定
を
6
月
11
日
に
告
示
し
て

お
り
ま
す
。
そ
の
影
響
を
範
囲

と
し
て
国
道
３
２
９
か
ら
西
原

小
学
校
入
り
口
ま
で
影
響
範
囲

１
３
０
メ
ー
ト
ル
は
都
市
計
画

決
定
の
道
路
と
し
て
平
成
22
年

度
新
規
採
択
要
望
と
し
て
現
在

予
定
し
て
お
り
ま
す
。
そ
の
後

の
庁
舎
建
設
の
位
置
ま
で
は
、

当
然
我
々
と
し
て
は
シ
ン
ボ
ル

ロ
ー
ド
と
し
て
位
置
づ
け
て
お

り
そ
の
進
捗
状
況
を
見
な
が
ら

整
備
を
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

儀間　信子 議員屋宜　宣太郎 議員

厳しい財政状況◇
の認識は。〔予算
を多く取っておい
でよ〕が本音？

町道与那城・呉◇
屋線の道路整備
について

問問

西原町補助金審査委員会現則通学路上の電柱

学
校
給
食
の
栄
養
バ
ラ

ン
ス
の
充
足
率
は
。

保
健
体
育
課
長
　

4
、
5
月
の

集
計
で
小
学
校
が
94
％
、
中
学

校
が
84
％
。
麺
、
ご
飯
、
ミ
ル

ク
の
比
重
が
高
ま
り
、
副
食
に

回
す
金
額
が
少
な
い
。
牛
肉
は

高
い
か
ら
鶏
肉
で
す
る
。
デ

ザ
ー
ト
も
、
他
の
市
町
村
で
は

ミ
カ
ン
な
の
に
、
こ
っ
ち
は
グ

レ
ー
プ
フ
ル
ー
ツ
の
４
分
の
１

な
ど
。
し
か
し
栄
養
価
を
落
と

さ
な
い
努
力
を
し
て
い
る
。

学
校
給
食
法
に
「
学
校
給

食
費
は
保
護
者
負
担
」
と

あ
る
。
本
町
会
計
は
公
会
計
だ

が
、
私
会
計
が
本
来
の
あ
り
方

だ
と
考
え
る
。

保
健
体
育
課
長
　
会
計
問
題
は
、

議
員
が
お
っ
し
ゃ
る
課
題
を
私

も
感
じ
て
い
る
。

内
申
書
、
通
知
表
の
原

簿
と
な
る
「
指
導
要
録
」

は
、
法
的
に
作
成
が
義
務
付
け

ら
れ
た
公
文
書
。
所
見
欄
も
あ

る
の
に
、
な
ぜ
活
用
し
な
い
の

か
。
指
導
支
援
カ
ル
テ
は
個
人

情
報
保
護
の
観
点
か
ら
た
い
へ

ん
な
問
題
。

指
導
主
事
　
指
導
要
録
は
、
課

題
等
に
つ
い
て
ほ
と
ん
ど
今
は

書
か
れ
て
い
な
い
状
況
。

6
月
1
日
に
カ
ル
テ
廃

止
。「
自
己
情
報
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
権
」
開
示
、
訂
正
、
削

除
の
請
求
権
を
保
障
す
る
町
個

人
情
報
保
護
条
例
に
抵
触
す
る

の
で
は
。

総
務
課
長
　
あ
る
べ
き
も
の
に

つ
い
て
の
公
開
な
の
で
、
公
開

は
で
き
な
い
。

最
多
57
名
の
非
正
規
職

員
を
配
置
す
る
福
祉
課
。

非
正
規
職
員
の
配
属
先
と
業
務

内
容
は
。

総
務
課
長
　
本
町
勤
務
の
嘱
託

3
人
、
臨
時
3
名
。

　
出
先
機
関
50
名
。
西
原
保
育

所
16
人
、
坂
田
保
育
所
24
人
、

西
原
児
童
館
3
人
、
坂
田
児
童

館
4
人
、
西
原
東
児
童
館
3
人

で
、
調
理
及
び
保
育
業
務
が
主

な
業
務
。

保
育
所
は
生
身
の
人
間

を
扱
う
仕
事
、
正
規
職
員

の
2
倍
以
上
非
正
規
職
員
が
い

る
の
に
は
た
し
て
「
町
立
」
と

言
え
る
の
か
。

総
務
課
長
　
非
正
規
職
増
加
の

主
な
要
因
は
、
国
の
指
導
の
下
、

西
原
町
行
財
政
集
中
改
革
プ
ラ

ン
を
策
定
し
、
定
員
適
正
化
計

画
に
基
づ
き
、
職
員
定
数
の
管

理
を
行
っ
て
い
る
た
め
。

国
、
県
か
ら
は
、
金
は
下

り
な
い
の
に
仕
事
ば
か

り
下
り
て
く
る
。
し
か
し
職
員

は
減
ら
さ
れ
る
こ
の
矛
盾
。
職

員
の
定
数
削
減
計
画
は
見
直
す

べ
き
で
は
。

町
長
　
職
員
を
増
や
し
て
い
く

場
合
、
地
方
交
付
税
の
カ
ッ
ト
、

ペ
ナ
ル
テ
ィ
が
予
測
さ
れ
、
た

い
へ
ん
苦
慮
し
て
い
る
。

保
育
士
を
最
後
に
採
用

し
た
の
は
。

福
祉
課
長
　
平
成
14
年
4
月
に

1
人
。11

月
3
日
文
化
の
日
に
、

内
間
御
殿
か
ら
首
里
城

へ
歴
史
の
道
を
歩
く
企
画
を
提

案
す
る
。

生
涯
学
習
課
長
　
尚
円
王
が
首

里
城
に
上
っ
た
時
に
思
い
を
馳

せ
な
が
ら
歩
く
と
い
う
非
常
に

い
い
提
案
。

呉屋　悟 議員

学校給食◇
指導支援カルテ◇
町立保育所の実態◇
職員定数管理の問題◇
歴史の道◇

問

指導支援カルテの新聞報道

問

問問

問

問問

問問問

問問問

公
約
の
一
つ
で
あ
る
雇

用
対
策
本
部
の
設
置
に

つ
い
て
ど
の
よ
う
に
対
応
す
る

の
か
伺
い
ま
す
。

産
業
課
長
　
設
置
に
当
り
ま
し

て
は
商
工
会
、
企
業
関
係
者
さ

ら
に
は
内
外
の
有
識
者
等
を
含

め
た
組
織
を
設
置
し
て
本
町
の

雇
用
対
策
を
検
討
、
情
報
発
信

の
場
を
目
的
と
し
て
検
討
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
き
ま
す
。

西
原
町
雇
用
対
策
本
部

の
看
板
を
掲
げ
て
町
民

に
ア
ピ
ー
ル
を
す
る
必
要
が
あ

る
と
思
い
ま
す
が
、
ど
う
考
え

で
し
ょ
う
。

町
長
　
町
民
に
し
っ
か
り
と
町

内
に
こ
う
い
う
本
部
が
あ
る
と

ア
ピ
ー
ル
す
る
意
味
で
は
看
板

の
設
置
と
情
報
の
発
信
が
で
き

る
よ
う
に
取
り
組
み
た
い
。

町
長
の
移
動
手
段
と
し

て
タ
ク
シ
ー
の
利
用
状

況
と
使
用
回
数
、
料
金
に
つ
い

て
伺
い
ま
す
。

総
務
課
長
　
町
長
就
任
か
ら
5

月
末
現
在
ま
で
、
使
用
回
数
で

１
０
６
回
、
料
金
で
21
万
８
０

０
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

月
割
り
で
2
万
６
３
５

０
円
、
８
ヶ
月
で
２
０
０

日
と
割
る
と
０
．
５
３
回
、
１

日
１
回
も
使
っ
て
い
ま
せ
ん
が

役
場
の
車
で
自
ら
使
用
し
た
方

が
い
い
の
で
は
と
思
い
ま
す
が
。

町
長
　
公
用
車
の
利
用
時
間
は

調
査
結
果
で
２
時
間
ぐ
ら
い
だ

そ
う
で
す
。
タ
ク
シ
ー
利
用
す

る
場
合
は
町
外
が
中
心
に
な
る

と
考
え
て
い
ま
す
。

庁
舎
建
設
に
つ
い
て
検

討
委
員
会
は
、
都
市
マ

ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
「
公
共
施
設

ゾ
ー
ン
」
へ
保
健
セ
ン
タ
ー
、

防
災
セ
ン
タ
ー
、
町
民
ホ
ー
ル

を
併
設
す
る
プ
ラ
ン
を
発
表
し

た
が
こ
の
検
討
の
実
行
性
は
ど

う
か
伺
い
ま
す
。

企
画
政
策
課
長
　
平
成
22
年
度

分
の
ま
ち
づ
く
り
交
付
金
の
本

要
望
を
す
る
運
び
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。
庁
舎
は
リ
ー
ス
バ
ッ

ク
方
式
、
保
健
セ
ン
タ
ー
等
は

ま
ち
づ
く
り
交
付
金
の
活
用
し
、

庁
舎
と
同
時
に
基
本
設
計
、
実

施
設
計
に
着
手
、
又
、
用
地
交

渉
も
行
っ
て
い
く
予
定
で
す
。

庁
舎
建
設
に
お
い
て
土

地
収
用
法
も
検
討
し
て

い
く
と
の
こ
と
で
す
が
、
新
聞

発
表
は
い
か
が
な
も
の
か
と
思

う
が
ど
う
考
え
で
し
ょ
う
か
。

企
画
政
策
課
長
　
租
税
特
別
措

置
法
の
為
に
議
論
さ
れ
た
こ
と

で
そ
の
適
用
の
確
認
が
あ
っ
た

た
め
で
必
ず
し
も
こ
じ
れ
た
場

合
に
強
制
的
に
適
用
し
て
い
く

視
点
で
議
論
し
た
も
の
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。

兼
久
マ
リ
ン
タ
ウ
ン
線
の

都
市
計
画
決
定
の
日
程
に

つ
い
て
伺
い
ま
す
。

都
市
計
画
課
長
　
平
成
21
年
6

月
2
日
西
原
町
都
市
計
画
審
議

会
の
答
申
を
受
け
6
月
10
日
、

県
知
事
の
同
意
を
受
け
ま
し
た
。

大城　純孝 議員

公約の実行と効◇
果そして、庁舎
建設と、他の課
題について

問問

問 問問

問問

庁舎公共施設ゾーンのイメージ図


